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石川幹子 

いしかわ・みきこ 

昭和 23 年（1948 年）10 月 27 日生まれ。東京大学
とうきようだいがく

農学部
の う が く ぶ

で緑地学
りよくちがく

を学んだあと、アメリカのハー

ヴァード大学で、都市のみどりを守ったり、公

園をつくったりするための計画や設計のしか

たを身につけた。さらに東京大学大学院で、明

治以来、街のみどりがどのように受けつがれて

きたかを調べた。いまは、東京大学の 都市
と し

工学科
こ う が く か

の教授として、街のみどりを守ろうとす

る人たちを支えている。 

 

 街のみどりは、山のみどりとおなじものに思えるかもしれない。じっさい、街のみ

どりも山のみどりも、草や木でできている。けれども、私たちが今日も街のみどりを

目にすることができるのは、「街の自然を守りたい」という人びとの思いがあるから

だ。街のみどりはどのように作られ守られてきたのだろう。石川幹子
いしかわみきこ

さんは長い時間

をかけて、それを調べあげた。 

 

何百年もかけてつくられた風景 

 

 石川さんのふるさとは宮城
み や ぎ

県の岩沼
いわぬま

市。阿武隈
あ ぶ く ま

川という大きな川が太平洋にそそぎ

こむところだ。川のまわりの平野には一面の田んぼが広がり、すぐ近くには野山があ

った。 

 春をむかえると、明るい雑木林では、カタクリの紅紫色の花がじゅうたんのように

地面をおおう。山ヘとむかう道のかたすみには、タチツボスミレ、エイザンスミレ、

シロスミレなどが、こぼれるように花を咲かせている。陽
ひ

だまりの丘
おか

では、人のひげ

のようなオキナグサのわた毛が、夕陽に輝きながら飛んでいる。水田では、夏はカエ



ルの大合唱
だいがつしよう

、秋にイナゴの群れが羽ばたく。冬には、凍てついた満天の空に、冬の

星座の王者、オリオンがゆっくりと昇っていく。四季の自然にかこまれて、石川さん

は育っていった。 

 小学校を卒業すると、ふるさと岩沼の北にある仙台の中学・高校で勉強するため、

仙台市内で暮らした。ここは江戸時代はじめのお殿様・伊達
だ て

政宗
まさむね

がつくった城下町
じようかまち

だ。

青葉山、清らかな流れの広瀬川、そして家々の連なりから、古くから「杜
もり

の都」とよ

ばれてきた。中学・高校のころ石川さんは、所属
しよぞく

していた生物クラブの小倉先生に、

政宗がきずいた貞山堀
ていざんぼり

という運河
う ん が

まで連れていってもらった。貞山堀は、東北地方の

米を、安全に江戸まで運ぶために掘られた運河だ。海風や砂を防ぐために、堀と海の

間に松の木が植えられた。小倉先生は、この松林は、自然にできたものではなく、何

百年もかけて、人びとが守り育ててきた森であることを教えてくれた。小さな松の木

が、いまでは立派な森となり、渡り鳥が羽を休める、いきものたちの天国になったの

だ。 

 石川さんが自然とふれあいながら育ってきた昭和 30 年代は、日本もまた、国とし

て成長をしているまっただなかだった。のどかだった町の景色は、急に変わっていく

ことになる。 

「ふるさとの地に工場がやってきて、海が茶色くにごっていきました。仙台でも、山

がけずられて、家がものすごいいきおいでつくられていったのです。あちこちで自然

がなぎたおされていくのを目にしました」と石川さんは話す。 

 変わっていく町のようすを見て、石川さんは「何十年、何百年かけてつくられたみ

どりの風景も、壊すときはあっというまなんだ」と気づいた。大学に入り、社会と自

然とのむすびつきについて学ぼうと考えるようになった。 

 

みどりは街の文化 

 

 石川さんは、東京大学
とうきようだいがく

で自然についての勉強をしたあと、アメリカのハーヴァー

ド大学へ行き、街や公園を作っていくための計画や設計のしかたを学んだ。 

 こわされていく自然の景色があるなかで、街のなかには長い間うけつがれ、街のほ

こりとなっている公園がある。世界の都市にある公園は、どのように作られ、守られ

てきたのだろう。東京には上野の森がある。ニューヨークにはセントラルパークとい

う大きな公園がある。パリにはブーローニュの森というこれまた大きな森がある。そ

れぞれの公園には、人の性格とおなじようにそれぞれの特 徴
とくちよう

がある。 

 でもいっぽうで、それぞれの歴史ある公園には、なにか通じあうものもあるのでは

ないか。街や公園について学んできた石川さんの心のなかには、そうした考えがあっ

た。その“なにか”をかたちにするため、石川さんはさらに 20 年をかけて世界の街

を歩きまわり、街の歴史が書かれたたくさんの本を読んだ。そして、都市の公園が作

られ守られていくには、五つの大切なものがあることを見つけたのだ。 



 公園を作り守っていくための五つの大切なもの。それはまず「この街に、こんな公

園を作りたい」という“夢”からはじまる。その夢をほんものにしていくためには、

その場所や時代に合った“法律
ほうりつ

”や“計画
けいかく

”を考えなければならない。また、じっさ

いに公園を作るときには“お金”もいるだろう。でも、そうしてできあがったりっぱ

な公園も、最後にはその街に住む人びとの「公園を街のほこりとして守っていく」と

いう“思い”がなければ続かない。山奥の森ならば、あるていどはそのままにしてお

いても、みどりはなくならない。けれども街のなかの公園は、その土地が売られたり、

そこにたてものが建ったりと、みどりがけずられていく危険ととなり合わせなのだ。

公園を愛する人たちの“思い”があってこそ、都会のみどりは守られていく。みどり

は街の文化なのだ。 

 

200 年の責任
せ き に ん

 

 

 街のみどりの風景が日々かわっていくなかで、いま、世界中のいろいろな場所で人

びとが街のみどりを守ったり、作りだしたりしようとしている。 

 富山県の北西にある高岡市は、江戸時代のお殿様・前田利長
まえだとしなが

がきずいた城下町とし

てにぎわってきた。街には、こんな歴史がある。明治時代になり、お城があけわたさ

れることになったとき、お城の土地がぜんぶ売られてしまいそうになった。しかし、

お城をほこりに感じていた街の人たちは、みんなでお金を出しあってその土地を買い、

みんなが使える公園にしたのだ。 

 それから 130 年以上たち、公園は、ますます歴史をきざんでいる。しかしこの間、

公園には体育館や市民会館などが建てられた。お堀の水もにごってきた。いま高岡の

人びとは、もういちど美しいお城のみどりを取りもどそうと立ちあがっている。 

 おとなりの中国でも、街のみどりを回復
かいふく

するための取りくみが行われている。中国

の東北部にある瀋陽
しんよう

という都市では、

街の真ん中を流れる大きな川を、コ

ンクリートで固められた川から、生

き物のすむ川へと変身させる壮大
そうだい

な

実験が行われている。これは、石川

さんが提案
ていあん

をし、中国政府
せ い ふ

が採用
さいよう

し

た方法なのだ。 

 石川さんは、「自分たちの街の自然

をどのように守り、作っていくかを

考えるには、その街の人だけではな

く、“外からの目”で見てもらったほ

うがよい場合もあります」と言う。

いま、石川さんはその役目をになっ

中国・瀋陽の川。家族みんなで、土
ど

のうの上に水草の

苗を植えている。１年後には、水草が生い茂り、生き

物が帰ってくる。 



ている。いろいろな街をたずねて「こ

の土地のみどりを守りたい」と願う人

たちといっしょに、どうすればなるべ

くたくさんの人びとが幸せになれる

かを考えているのだ。 

 石川さんは言う。「いま私たちが決

めることは、100 年前の人たちの思い

や行いがあったうえでのことです。ま

た、いま私たちが決めることは、100

年後もずっと続いていくことになる

でしょう。200 年の責任をもつ仕事を

しているのです」と。 石川さんが計画をした、岐阜県
ぎ ふ け ん

各務原
かかみがはら

市にある「学び

の森」。人びとが木陰
こ か げ

で憩
いこ

う。 

みどりのハート 

 

 大都会のみどりにも目をむけてみよう。むかしにくらべていまの東京は、街ぜんた

いが暑くなっている。土だった地面がコンクリートでおおわれたため、日の照りかえ

しがひどくなったのだ。それに車の数も増えたし、夏は部屋で冷房を使う人も増えた。

車や部屋から出された熱い空気が街じゅうをただよっているのだ。 

 暑くなった空気をさましたり、よどんだ空気を新鮮なものに変えたりしてくれるの

は、みどりのほかにない。そのほかにも、人の心を和ませたり、癒
いや

しをあたえたりと、

大都会のみどりの働きはさまざまだ。 

 石川さんは、そのような東京には「最高のみどりがあります」と話す。 

「東京のまんまんなかにある皇居
こうきよ

の森は、武蔵野
む さ し の

の原風景
げんふうけい

がいまも受けつがれている

貴重
きちよう

な森です。日本の宝物だと思います。丸の内、大手町、千鳥
ち ど り

が淵
ふち

、霞
かすみ

が関
せき

…。

まわりの街はつぎつぎと“衣
ころも

がえ”をしていますが、皇居の森だけは江戸時代から

の文化の遺伝子
い で ん し

がずっと受けつがれてきたのです」 

 石川さんはみずからの研究で、公園づくりは人の“夢”からはじまることを見つけ

た。その石川さんにも、いま、大都会のみどりに対しての“夢”がある。 

「江戸時代から受けつがれてきた皇居のみどりが、さらに外側へと広がっていったら、

東京の街はどれほど豊かになるでしょうか。ビルで働いている人たちも足もとに広が

るみどりを見れば、きっと新鮮
しんせん

な考えが浮かんでくるでしょう。東京をおとずれる人

にも、このみどりの街が“日本の顔”ですと紹介できるでしょう。東京の中心にある

“みどりのハート”を元気に大きくしていきたいと思います」 

 人の“夢”や“思い”が人へとうけつがれることにより、みどりは作られ守られ、

そして広がっていく。 


